
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（松本地域） 

平成２７年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 城下町再生 小学生作文コンクール事業 

事業主体 

（連絡先） 

松本市小学生作文コンクール実行委員会 

松本市教育委員会学校指導課 0263-33-4397 

事業区分 ⑶ 教育、文化の振興に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費 １，０１３，３００円（うち支援金： ７５９，０００円） 

（活動写真） 

① 松本城・城下町への興味、関心

を高める。 

② 地域と学校の関係を深める。 

③ 学習したことを作文・壁新聞で

発信する学習機会とする。 

※自己評価【Ａ】 

【理由】 

作文応募目標を１００点として

いたところ、計３５１点の作品が

集まりました。 

【授業の様子】 

 

 【目標・ねらい】 

 

１ モデル校５校３０６人を対象に松本城・城下町の授

業を実施、フィールドワークに地区住民・保護者２０

人が参加し、松本城・城下町への学習を深めました。 

２ 学習教材を５，０００部作成し、市内全小学４・５

年生に配布し、社会科の授業に活用されました。 

３ 作文は７校・２４６点、壁新聞は６校１０５点が集

まりました。モデル校以外で独自の学習に取組んだ学

校がありました。 

４ 実行委員会に㈱市民タイムスが協賛、事業全体を取

材、報道することにより、中信地域住民に周知を図り

ました。 

松本市の象徴である松本城・城下町への興味、関心を

高め、郷土愛の醸成を図るとともに、超少子高齢型人口

減少社会を見据え、将来にわたって松本市に住み続けた

い、松本市に戻りたいと感じる子どもの増加を目指し

て、市・市教委と企業及び地域が連携して取組むもので

す。 

１ 松本城・城下町の学習機会の提供：授業、フィール

ドワーク、学習教材の配布 

２ 松本城・城下町に関する作文募集及びコンクール 

３ 当該事業の市民へのＰＲ 

松本城・城下町の学習メニューとして、コミュニティスクールを活用し地域による講座等を企

画し、地域住民と小学生が触れ合う機会を創出します。 

城下町地域の企業・商店等から協賛及び講座への協力を得られるよう周知します。 


